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静岡縣伊豆傘島中部の緑色岩類について　（高島　清）

　硫黄の採取は宝永年聞すなわち約300年前に始まり，当

　時の藩主に奉献されていたということであるQ亨保3年

　頃からは豊後・肥前・肥後の人によつて韓韓と稼行され

　ていた。明治11年頃大分縣入橋爪増太佐藤善橘が稼行

　し，明治29年に広海二三郎が鉱業権を得て今日ま、で経

　営している。

　　製煉能力

　　　14釜を1基とし月壼約80t

　　　火口硫黄　100’》120t／m

　　出荷先，日本パルプ・四國化成・高千穗製紙等，

　　1－7．2　白，島鉱山

　　硫黄鉱床として注目されたのは明治初期であるが，瞬

’　治32年頃佐藤仙造・枝元喜之助が稼行に着手するまで，

　採取は行われなかつた。その後の沿革嫡明らかでなヤ・

　が，昭和13年に王子製紙株式会肚が鉱業権を得て・昭

　和19年企業整備に至るまで稼行していた。爾後鉱業権

　は帝國鉱黄株式会祉を経て，常盤商会に譲渡され今日に

　至つているo

生産能力

　9釜1基として3基の焼取製煉場があり，

　月産100～150t

出荷先

　十條製紙株式会肚八代坂本工場

　　　　　　8．結　　語
九重・白、島両鉱山の硫黄鉱床は，現在活動している硫

気孔に入工を加えて，自然硫黄と昇華鉱染原鉱を採取す

為昇華鉱床で，硫気ガス中に含まれる硫黄分に制限があ

り，大量の増産はできないが比較的容易に稼行し5る鉱

床である。九重鉱山は噴気活動の最盛期に当つており，

火口硫黄の莚i出量は全体の約70％に達しているo煙道を

延長し，昇華期間を短縮することによつて，さらに約

300t程度の製煉用原鉱の増産は可能である。一方白鳥

鉱山では硫気ガス噴出量が漸次衰微しつつあるので，原

鉱の品位を高めるために昇華鉱染さぜる期間を長くする

ことおよび硫気孔附近の乱掘を避けることが，現在の生

産量を維持するに必要である。　（昭和25年11月調査）

553．41：550．85　（521。61）’

　　　　静岡縣伊豆孚島中郡の緑色岩類について　（概報）
特に土肥町新田を中心とする地域の緑色岩類の分布・地質構造および鉱化作用と変質作用について

　　　　　　　　　　　　高　　島、　轡

　　　　　　：R6sum6

“Green　Rock”i皿the、確id《鯉e

　Part　o査五zu　Pe血insula，S血i・

　　　z狸o盆a　Prefect口re

by

：K萱yoshi　Takashima

　This　paper　dea1s　withるhieHy　on　the

岨istributio血，　geological　structure　an（1　rock

訊lteration　of“Green　rock”at　the　c6nter　of

Shinden，Toi－machi，Shizuoka　Prefecture・
　　1．　Geology　is　Fco血posed　of　volcanic　rock

and　pyroclastic　rock　due　to　the　Tertiary－

Quartemary　Volcanic　activities。

　　2．，“Green　rock”（PropyTitic　rocks）is

我mother　ro6k　of　the　ore　deposits．

　　3．Ore　deposits　are　comtroled　by　a　geo一

璽ogical　structure・

＊鉱床部

　　4。I　Wall　rock　alteration　are　as　fo1一

、IOWSl

　　Propyritization，，Silicification，Argiliza－

tion，Alumitization，Cardonatization・

　　　　　　　1．緒　　冒’
　伊豆牛島中部の金・銀鉱床は一般にプマピライト化せ

る安山岩類に胚胎される。このプロピライト化された安

山岩類については，從来2，3の報告があるが・いまだ

その詳細については研究されていない。

　今回このプ・ピライト化された岩石を研究ずるため

に，伊豆牛島中部地区を約1週間に亘り調査したが，こ

の研究は短時日には完成し得ないので，特に土肥町新田

’を中心とする地域の地質構造およびプロピライトの分布

につき調査を行つた。

　本調査には地質部沢村技官の協力に侯つ所が多かつ

た。まだ本調査に際し清越鉱山　西尾潤四郎氏の御指導

ならびに御協力を得たのでゴここに摩く敬意を表したい。

　なおこの研究は今後継続するもので，ここにはその概

要を述べることとするo
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第1圖 清越鉱山附近の地質鉱床圖および地質断面國
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静岡縣伊豆牛島中部の緑色岩類にづいて　（高島　清）

　　　　　　　2諮位置・交逼
　調査地域は静岡縣田方郡土肥町新田を中心とする地域

で，地理調査所発行の地形図“修善寺”1／5。，。。。に包含

　される。

　現地に至る間の交通は修善寺駅よりバスの便があり，

交通ば比較的便利である。

　　　　　　　　3．地　，－形・

　地形は標高900～1，GOOmの達摩山・棚場山・大洞山

∂等の第三紀ん第四紀火山により，3方が囲まれだスリ鉢

　状の地形を示し，これを分水嶺とする土肥川により西方

　に開かれている。土肥川および同支流におい七相当侵蝕

　作用を行い，局部的には断崖・爆布等の急峻な地形を示

　す。

　　　　　4．地　質（第1・2図参照）

　地質は第三紀中新世［鮮新世および第四紀に亘る宋山

　活動により，噴出あるいは盗流せる各種の火山岩および

　同陣屑岩類よりなる。

　これらの噴出岩類はさらに火山活動の前後に俘われた

　地殻変動により，局部的に錯綜せる地質構造を示す。．

　調査地域の基盤をなす岩石は中性～塩基性のものが多

　く，いずれも暗色の安山岩・玄武岩等より奉る。

　本地域東部すなわちスリ鉢状地形の中心部嬬当る地域

　には，NS方向に貫入せる石英安山岩・石英粗面岩等の

　酔性岩岩脈の発淫をみる。なお上記の岩石を被覆して新

　期火山岩および同砕屑岩類炉分布する。

　これらの各岩石についての特徴は次の通りである。

　安1山岩類は一般に集塊質のものと緻密質のもρとがあ

　り，この両者は互に漸移し数回繰返した互暦として分

　布するQこの関係は火山活動の回数と関保があるものと

　思われるが，一般に下部ほど集塊質安山岩の発達が著し

　いo
篭　集塊質安山岩は一般に淡緑～次緑色を呈し，いずれも

　比較的斑晶粗懸の岩石で，同質の円礫または角礫を含有

　する。礫は数cm・》数10cmのものが多く，東部におい

　てはこの種のものの発達が著しい◎西北部においては角

　礫質のものめ発蓬が著しくう・その南部においては凝友質

　となる◎

　岩石は斜長石・輝石の斑晶の著しい斑状構造を有し，

　少量の角閃石を含む。

　1斜長石は数mmに達する斑晶として産し，その光学性

　より曹友長石一亜荻長石に近いものであり，聚片双晶・

　アルバイト式双晶がみられる。また部分的に累帯構造を

　示すものもある。一般に長石内部において汚染されてい

　るものが多いピ

　　縄石類は輩斜輝石・斜方輝石をともに含有するが，軍

　斜輝后を含有するごとが普通であるQ一般に双晶をなせ

るものが多い。旨

　緻密質安山岩は上記の安山岩と漸移する如き関係力1あ

り，淡緑色～駒緑色を呈する中粒質岩石である。その組

成鉱物は上記とほ、とんど変りがないがゴ多少塩基性に近

く少量の轍鵬石を含有するQ　・

　なお，上記岩石の粗霧質の部分においては，その岩石

の塞隙部に沸石・』緑簾石および方解石等の結晶をみる●こ・

’とカ§あるQ、

　粗粒玄武岩は上記安山岩類中に逆入盗流し，新田部落

附近を中心として広く分布する。盗流せることにその1

部または坑内においてこの下部に緑色凝友岩暦が認めら

れることより判別される。この粗粒玄武岩と基性安山岩

との分類は肉眼的には困難である。岩質依基性にレて中

粒ないし粗粒質・緻密輩を呈し，暗緑色ないし駒緑色を

帯びる。

　斑晶として数m皿の斜長石・輝石・撒撹石を含有す

る。斜長石・輝石の状態は上記の安山岩と類似するが，

徹騰石の含有が比較的多いことにより分類され為g

¶
．

プ・ピライト化作用は上記の岩石に広範囲におよび・

この地域の緑色岩類を待徴づけている。

　岩脈として露出する石英安山岩はその延長約1・000m

以上にもおよび，少量の石英斑晶を有L・やや淡褐色斑

晶質の岩石である。斑晶は斜長石・石英・角閃石・輝石

等を含有する。・

　石英粗面岩は石英安山岩岩脈の東方に・輝石安山岩岩

脈と複合岩脈をなして貫入する。岩質は石英微斑晶を有

する青友色緻密の岩石で，安山岩岩脈との接触面には若

干の変質を與えている。

　新期安山岩類は第四紀火山により噴出せるもので・上

記の岩石を覆うて標高300～350m以上の高地に分布す

る。この岩石は下部に数m～数10mの厚さに集塊岩

の発達をみるが，その発達は西部ほど著しい。その礫は

数cm～数10cmに達するものが多く，円礫が多いφい

ずれも同質または古期安山岩類およびプロピライトの礫

を含有する。新期安山岩類はこの上部に発達し，上部

ほどその発蓬が著しい。岩質は友色パ暗青色の白色斑晶

質の岩石にして，比較的粒度の大なる斜長石の斑晶を見　　．

る。変質作用はほとんど認められず，新鮮なもの炉多い

が，新田北方・船原峠附近では若干硫気ガス「その他の温

泉作用等の影響と思われる粘土化作用がみられる・

　　　　　　　5．．地質、構造
　地質構措はすべて伊豆孚島を構成する：NS厚N20。E

の構造線に支配されている・したがつて・この附近に発

蓬する第三紀・第四紀の火山の分布はいずれもとの方向

に分布し，地殻変動による断暦・さらに列罐・鉱脈・岩

脈の生成も非常に密接な関連性を有している。

　この関係については断暦と列罐について次項に述べる
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こととするσ

　塞盤をなす安山岩熔岩は新田断層東部では・その洗状

構造はN10。～30。E，30。・》60。NEを示して，棚場方

向すなわち東南方より盗洗したことを示している。この

熔岩は新田断層（N50。～60。W）の影響により若干変動

して，NS’》N20。W，60。酬80。Wの方向に変位してい

る一〇

　上記断暦は鉱山の東を洗れる川岸に露出せる珪化角

礫幣，および坑内において確認したものである。

　粗粒玄武岩はこの断層に澹い西側に選木しかつ一部は

盗流したもので，鉱床は主に上記安山岩熔岩およびこの

なかに発達する6．

　岩脈は粗粒玄武岩送入後に，本地域東部にNS～N

20◎E方向の蜴線に沿つて発達したものである。

　第四紀火山活動は本地域において最後に活動したもの

で，いずれも東部・北部・南部の各所よ、り比較的低位の

個所に温流されたものであるが，当時の地形としては調

査地域の西北方が比較的低位にあつたものの如く，この

方向に向つて盗流した構造を有する。

　その他はほとんど』水準的に標高300｛’350m以上の高

地を被覆し・調査地附近はこの期の潭動当時はほとんど

起伏がなかつたごとを示している。

　　　　6．断暦・裂舞（第2図参照）

　調査地域附近の断層・裂罐と鉱床との関係について述

』べるo

　本地域の主要構造線はNSに通り，これに澹つて火

山の活動をみたことは前述したP

　この構造線の発達に俘い，これに対してN45。W系、

　　　　／蟻諺雀

ヤ＼　　　　　　　■　　　撫　　　　　睾・！！

　　　　　壕

（N30。w《・N60。W）の弱線を生成することほ，力学的

にも証明できるこ孝であるが，この地域においてもNS

系構邉線の発蓮に件いN45◎W系の弱線を生成しだ◎

すなわち，この弱線に沿い生成したのが，新田断暦およ

びその西方の天金断暦である。

　この新田断層に俘い溢入したのが粗粒玄武岩岩塊で，，

さらにこれらの断層のiヒりによりこれと60～90。の角度

をなして裂罐の生成をみたものである◎

鉱化作用はその後に行われ，これらの裂舞を充填して，

含金石英脈を形成したものと考えられる。なおこの際，

清越の鉱床においては，粗粒玄武岩中に富鉱部を形成し

たものである。土肥鉱床は天金断暦，下盤側すなわち土

肥町南部にN20。’》30。W方向に発達する。

　ともに断層下盤側において富鉱幣を形成しているが，「

鉱床生成前のこれらの断暦により多少の影響を受けてい

ることは確実である。しかし，帽子岩的役割をなしたか．

否かは，，断層そのものが1部の資料に．よる推i定断暦であ．

るため，今後の調査をまたなければ不明である。

　岩脈類は東部地域にNS系の裂罐に沼つて貫入して

いるが，これわにょ？てもNS系の裂罐の発輩り著し，

いことが推考できる。

　　　　　　7．母岩の変質
　本地域を構成する岩石の蒙った変質作用は比較的強

く，『かつ広範囲におよんでいる。

　特に強く変質した部分はNS型N30。E方向に分布

し，その変質作用は南部ぼど強くなるσま塵変質作用も

南部ほど珪化作用が強い。

　変質作用の種類は上記の通りである。

　　　　　　　　7．1　プ☆ピラ、イト化作用

　　　　　　　　7．2　珪化作用

　　　　　　　　7．3明馨石化作用
凡　例　　　　　　　7．，4　粘土化作用　　　　　　　　　・

囲新挿軸糠褻
四塑壮斌岩

凹岩版
⊂コ辞色岩叛

＼・令隠金石英賑

竃壽纏ゴ
膜継帯　〆
ここ蔓填争F

O　　　l●●●　　葛吻　　　’o．儀

第2圖，土肥一宇久須周邊の地質およぴ鍵質帯

7．5炭酸塩類化作用

7し1　プロピヲイト化作用は鉱化

作用塚前に行われた広域変質作用

で，基盤をなす第三紀安山岩類およ

び粗粒玄武岩に広範囲に亘つてい

るo

変質作用は部分的に強弱がある

が一般にその造岩鉱物の輝石・緻騰

石・角閏石等を変質し，線泥石・絹

雲栂等の鉱物を生成して，この地域

の緑色岩類を特徴づけている◎

　7．2珪化作用は鉱化作用に件わ

れるものと，その後に硫醗酔惟溶液

の上昇により行われた宇久須型のも
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のと，2回に亘つて行われたものと思われる。

　鉱床の生成に俘う珪化作用は，主に鉱床の発達せる地

域，すなわち清越・土肥の鉱床を中心として，含金石英

脈の生成に件い行われたものである。

　後者の宇久須型の珪化作用ではその分布は南部ほど著

しく，かつNS｛’：N30。E方向の変質帯に，滑つて発達

し，宇久須附近ではさらに東にふれているoこの珪化作

用は比較的新期の安山岩類にまでおよんでいる。この珪

化作用については，火山性硫酸酸性溶液により交代をう

けて生成したものである♂）

　この種の珪化帯の特徴は溶液中の硫黄が硫化鉄，およ

び遊離硫黄を俘い，さらにこれらの大部分は溶解洗失し

て多孔質となつていることである。また常に青白色ない

し淡友白色の粘土帯を件うことも，この種の球化幣の特

徴である。

　7．3　明馨石化作用は珪化作用と著しい関係があり，

特に後期の珪化作用に俘い著しめ発達をみる。すなわ

ち，宇久須明暮石鉱床は後期1こ属するもので，珪石帯の

西部に分布し，珪化帯一明馨石幣一粘土帯と累帯構造を

なして分布している。その分布も南部の後期珪化作用の

強い部分ほど発達が著しい。

　7．4粘土化作用は一般に珪化作用に随俘して分布す

ることが普通である。しかしこれも前記鉱化作用に俘う

ものは，鉱脈またはこ晒が両盤に小範囲に粘土化作用を

與えているのみで，その大きな発達をみないのが普通で

ある。なお緑泥石・絹雲母・カオリン等を‡とし，やや

淡線色を帯びるのが特徴である。

　後期の粘圭化作用は，上記宇久須型珪化作用・明馨石

化作用と件い分布することが普通で，宇久須においては

これらの帯状分布がみられることは前述の通りである。

これの成因について岩生周一技官によりしばしば報告1）

されているので省略する。

　一般に淡青白色ル次白色粘土を主とし，微粒の硫化

鉄・褐鉄鉱を俘い，粘土はカオリンを主とするQその分

布は北部地域ほど著しく発達している。

　7．5炭酸塩類化作用は全般的に亘つてみられるが，

一般に早期の変質作用に件うことが多い。特に著しいも

のは鉱化作用に伴うものが多い6

　上記の変質作用中緑色岩類を形成する変質作用は・プ

ロピライト化作用のみである。したがつてその分布はプ

ロピライト化作用の影響範囲を示し，さらに鉱化作用前

の古期岩石の分布を示すものである。

　7．6　垣後の変質作用は鉱化作用以後の変質作用であ

り，前記の緑色岩類はさらにこれらの変質作用により複

雪
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雑な変化を示している。

　上記の変質作用を要約すれば第3図の如くなり，．また

その分布は第2図の如くである。、

　　　　　　　　　8．鉱　床

　鉱床は基性安山岩およびこれを貫くドレライト中に胚

胎する。土肥鉱山の鉱床は前者に，清越鉱山の鉱床は後

者の中に胚胎する。

　いずれも母岩中に発達する断層・裂鐘に沼い鉱液の上

昇した浅熱水性裂瞬充填含金銀石英脈である。その鉱化

作用は低温の下に数回繰返されて行われたものと考えら

れる。

　清越鉱床は1’》4号の並行鉱脈で・走向はN30。E，

傾斜70｛・80。Eを示すが，2号鑓のみは西落しであ

るo

　最も優勢な鉱脈は2号鑓で，通洞坑上部では2つの分

岐脈として連続しているo

　走向延畏は200｛’500m，傾斜延長は90～150mを示

し，鉱況の変化は比較的著しく，脈幅も局部的に肥大す

る。すなわち，脈幅の狭小な所では脈スジだけとなり，

広い所では網状あるいは不規則！こ膨大し数mにも達す

るo』

　現在までに稼行された鉱賑の規模を表示すれば次表の

如くなる。

　鉱化作用による変質作用としては・緑泥石化・珪化・

粘土化等が認められる。．

　鉱石を形成する鉱物は自然金・自然銀・輝銀鉱・脆銀

鉱・角銀鉱等を主とし，部分的に濃紅銀鉱が認められ

る。随件する硫化鉱物は黄鉄鉱・黄銅鉱・閃亜錯鉱・方

錯鉱・駒銅鉱等で，脈石として石英・方解石・重晶石を

俘う◎

　自然金は非常に微粒で肉眼的には認められないが，ま『

れに0．5《’1mmの自然金を認めたことがあるといわれ
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＼　
1号鑓

2ψ

3　〃

4　ゲ

N300E

N250E

N300E

N350EI

傾斜

700
しE
800

700W

700E

700E

旋幅麟餐

m
0．7

1．9

1．0

0．9

m
290

360

230

40

m
160

・90

80

30

備 考

Au　　4．0　1
Ag　　150．0　38

、Au』20。0■
Ag　700．0　35
Au　　13．0　1
Ag　　520．0　40

るo

高品位部はA岨，ooo～3，、ooo9／t，Ag40・oooパ120・ooo

喜／tの高品位を示す。

　金銀の比率は1：40であるo　－

　　　　　　　9．結論
　上記の調査の結果により次の結論をえた。

a）調査地域の基盤をなす岩石は，第三紀湯ケ島統に

属する安山岩類6粗粒玄武岩であり，．NS系の火肉活動

に支配され，さらにこれに起因する第酉紀火山活動．もみ

られるo，　　　　・・，　　　　　　　　　　　　　　　噸．

　b）緑色岩類は鉱化作用前のプロピライト化作那にょ

り特徴づけら池，鉱脈は主としてこの中に胚胎するσ

　c）、清越鉢山の鉱床は粗拉玄武岩および基性安山岩中

にあり」その走向傾斜は：N30。E，70。ヴ80♀旱また嫡W

を示す。

　d）母岩の変質は下記の通りであり，南部では珪化作

用，北部では粘土化作用が著しい。

プロピラィト．化作用

珪化作用

粘土化作用

明馨石化作用

炭酸塩類化作用

（昭和27年2月調査）
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　　　　　　　　緒，言
今回の調査は，その期日少なく，かつ積雪があつたた

め）概査の程度に絡るも止むなきに至つた。しかし鉱床

の特性を把握したのでこれを念頭におき，探鉱開発する

時は現在の鉱床程度のものを，なお数坑把握しうると思

　　　　　　1．位置および交通
　ζの鉱床は岩手縣下閉伊郡豊間根村穴乳山國有林地丙

串1元所員

にあワ，鉱区番号岩・採・登第446，第450である。，

　釜石線豊間根駅の南酉13kmに鉱山があ，り・この間一

営林軌道がある。1日1往復，牽引能力1．5t×5台。、『

　　　　　　2．沿革および現況
　昭和16年から相川安之助が開発に努力し，昭和18，19

年には月産500tを出した。昭和19年朝鮮報國鉱業会

祉所有となり1昭和20年休山したが，23年批名を大李

産業と改め再開した。昭和25年11月，日本精鉱の子会

肚大谷鉱由株式会批の所有となり，現在月謹190ち品位

37％，人員30名である。・

　　　　　　3．地形および地質
　この附近は北上山脈の1部に当り，水呑場山く§4徴n），

鳥古森（859m）の東西を占め，暦面的に解析され，地

形は急峻で平地に乏しいo豊間根川り支流ネコエ沢およ

・びオソノヒラ沢は，東西陸の傾向を有し東に洗れて．い

るoP、

　この地域を構成する地質は，いわゆる古生暦に属し，

粉岩によつて貫かれるo

　古生層

　古生層を便宜上下部からA，B，C，D，E，Fめ6層に

分ける。各層は互いに整合開係を保ち，この間に不連続

面がみられない6
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